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域支援の現状と課題．障害科学研究， 31, 65-72. 
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I 視覚と運動の協応 2:09 
I 図形と素地 3:02 
皿 形の恒常性 3:00 
IV 空間における位置 5:01 
v 空間関係 4:05 
【VMI】（視覚ー運動統合発達検査）




















I 視覚と運動の協応 2:09 
I 図形と素地 3:02 
I 形の恒常性 3:00 
IV 空間における位置 5:01 
v 空間関係 4:05 
【VMI】（視覚ー運動統合発達検査）



























































































































































































































筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第46巻 2010年 17 
表2 本時の展開 (A児． B児が対象児である）
時間 学習活動




1. 箱の三角を写し取る ：1. 箱の三角を写し取る





































































: か くの そとがわを なぞうてみよう。 1 【 A 児• B 児• D児． F児】
















































































筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第46巻 2010年 19 
【A】[Bl [A]視覚的に課題があるため， まっすぐ引く線 [Alスタート・ゴールを明確にして，ひくべき
まっすぐに線が引けな が見えない。 ところをなぞることで確認する。






















































































Teaching Instructions for Children With Difficulties Looking at the Things from 































































































































































































0 WISC-Il （平成20年 2月27日）
言語性動作性 全検査 圭に吾n五口 知覚 注意 処理
(VIQ) (PIQ) (FIQ) 理解 統合 記憶 速度
(VC) (PO) (FD) (PS) 
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附属桐が丘特別支援学校研究紀要， 43, 16-21 
2. 筑波大学附属桐が丘特別支援学校 (2008)筑波大学
附属桐が丘特別支援学校研究紀要， 4, 16-20 
3. 筑波大学附属桐が丘特別支援学校 (2009)筑波大学
附属桐が丘特別支援学校研究紀要， 45, 14-17 












Teaching Instructions for Children With Difficulties Perfoming as the Situation 





















































































































































言語性 1 動作性 1 全検査 1 言語 1 知覚 1 注意 処理
(VIQ) I (PIQ) I (FIQ) 理解統合記憶速度







継時処理 同時処理 I 認知処理 習得度















































































































〇三角形ヽで':. ●の.. ~ 3対ー1ニ不成立
2 
矢印（破線）：パス




















＿ ＿ ＿ 









4 I:動きを意識しやすいように守備は教員が行う。 ： 















































本時の展開--------＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 




_____________________________ __  J 
くゲーム＞
03対 3 (4対4)のメインゲーム
r _ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ---
: 4, 5時間目と同様





〇四角形での 3対 1 （線上を移動）
10 





























展開 I I ション」を意識しやすく
するため，守備は教員が









































































































Teaching Instructions of Recognizing Figures and Graphs for Children 











































































































































































































































生徒 A 生徒 B
言語性 (VIQ) 89 94 
動作性 (PIQ) 41 50 
全検査 (FIQ) 63 70 
言語理解 (VC) 94 99 
知覚統合 (FD) 49 56 
注意記憶 (FD) 79 94 


























































































程で学習する 3名（男子 1, 女子 2)で構成され，高等
部卒業後は大学・専門学校への進学を希望する生徒も多
い。 3名全てが電動車椅子を使用しており，書写に関し













































































































































































▲・ ■ 上肢操作（肘・手 マウス以外の入力
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図 1 グラフ選択のためのフローチャート
(5)評価と考察
、公
今回の授業では，生徒A・Bともに表の中から選択さ
れた数値から表現されたグラフが何を表しているのか，
また自分達が表現したいことにあわせて数値を適切に選
択してグラフで表現することができていた。その際に表
6で示した手だて・配慮も各自で適切に活用しており，
生徒Aについてはグラフを選択する際の考え方を手順化
したフローチャートを利用することで，グラフを選択す
るときにフローチャートによりポイントを確認して正し
いグラフを決定することができた。今回の手だて・配慮
は，生徒A・Bにとって有効だったのではと考えられる。
4. 成果と課題
今回対象とした学習集団については，生徒の個々に応
じた操作方法の確立をすること，単元計画において授業
ごとに操作と思考のどちらに重点を置くのかを明確にす
ること，共通な手だて・配慮や個々の手だて・配慮を生
徒の状況に応じて設定しておくことで，各授業がスムー
ズに進行することができた。特に単元計画においては，
思考と操作についても，考え方をあらためて整理するき
っかけになった。肢体不自由児に情報教育を行う場合，
筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第46巻 2010年
どうしても操作面での課題が大きくなり，操作の習熟に
視点が行きがちだが，表を作るためには基準軸を決定し，
グラフを作るためには適切な数値を選択するための知識
が必要となってくるので，そのことにも留意しながら計
画を立てることが，情報活用能力を育てることにつなが
るとあらためて感じることができた。課題としては同
時に複数の生徒から別の質問がある際への対応について，
今回は個別に口頭で応対したため，待たせてしまう時間
ができてしまったので，事前に個々に対してのワークシ
ートやアドバイスメモなどを配布するなど， より効率的
に授業を進めることについて検討していかなければいけ
ないと感じさせられた。
皿まとめと今後の課題
今回の研究では，情報科の目標をおさえ，内容や活動
の精選を行いながら指導計画を検討し実践した。手だ
て・配慮だけでなく年間指導計画や単元構成等を再構成
することが必要だと考える。またこれらは教科情報に限
らず当校の他教科においても個別の指導計画に基づき実
践されている。
今後も実践を積み重ねることで，手だて・配慮や単元
の構成のあり方を検討していくことが課題である。また，
個々の生徒の手だて・配慮を教員同士で共有することや，
指導内容の他教科との連携や12年間をふまえた指導など
学校全体における情報教育についての仕組みづくりを考
えていくことも課題である。
（文責：類源健二）
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